
継続的エクスポージャー管理プ
ラットフォーム (CTEM)

貴社のビジネスを危険にさらす攻撃
を阻止。 導入メリット
ハイブリッド環境の複雑化が進むにつれ、組織は膨大な数のエクス
ポージャーに圧倒されています。従来のツールは何千もの問題を指摘し
ますが、ビジネスに不可欠な資産を実際に脅かす「真の脅威」を特定
することはできません。

バラバラなツールから情報を集約するだけのソリューションでは、単
に発見事項を一本化するだけであり、個々の環境における攻撃の成立
可能性、到達可能性、あるいはセキュリティ対策の有効性を検証する
ことは不可能です。その結果、チームは実害のない膨大なリストを抱
え、優先順位を見誤ることになります。

エージェント型AIによって攻撃のスピードが数週間から数時間へと加速
している今、セキュリティチームには実害のない問題に時間を費やす余
裕はありません。侵害が発生する前に、攻撃者が利用し得るあらゆる
ルートを排除する必要があります。



XM Cyberは、あらゆる種類のエクスポージャー（脆弱性や設定不備な
ど）を単一の「攻撃グラフ（Attack Graph）」に統合することで、攻
撃者が実際に何を実行し得るのかを継続的に可視化します。

重要な資産へと至る攻撃経路を分析することで、XM Cyberはビジネス
に真の影響を及ぼすリスクを、悪用される前に確実に遮断します。

「XM Cyberのおかげで、単なる脆弱性の数に振り回される段階を脱
し、何が真に悪用可能なのかを把握できるようになりました。これに
より、ITチームに的確な指示を出すことが可能となり、優先順位に関
する議論の時間を削減し、修復作業を加速させることができまし
た。」

Equiniti社 CISO、ジョン・ミーキン氏
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すべてのエクスポージャーとすべての攻撃経路を
可視化

環境全体を横断して脅威を検証。実行可能なす
べての攻撃経路が悪用される前に遮断します。

深刻度だけでなく影響に基づいて対処

複数の攻撃経路が集中するチョークポイントに
存在する、悪用可能なエクスポージャーに
フォーカスして攻撃経路を一挙に遮断すること
で、修復の効率を大幅に向上させます。

緊急性を明示し、修復を促進

リスクのコンテキストを分かりやすく共有する
ことでチーム間の認識を共通化すると同時に、
経営陣に対してセキュリティ態勢とROIを明確に
提示します。
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アタックサーフェス（攻撃対象領域）全域にわたる継続的な
エクスポージャー管理 
XM Cyberは、多種多様なエクスポージャー（脆弱性、設定
不備、IDおよびアクセスの管理不備、漏洩した認証情報、AI
に関するエクスポージャーなど）を相互に関連付けること
で、エンドツーエンドのエクスポージャー管理を実用化しま
す。 
外部の脅威から内部ネットワーク、さらにはオンプレミスや
マルチクラウド環境に至るまで、これらがどのように組み合
わさって「攻撃ルート」を形成するかを検証、マッピング
し、環境全体を横断する侵害のリスクを可視化します。

「ノイズ」を排除する、真のエクスポージャー検証

XM Cyberは、お客様の環境全体の「デジタルツイン」
を構築します。これにより、導入済みのセキュリティ対
策の効果を考慮した上で、すべてのエクスポージャーに
対して複数の攻撃成立可能（Exploitability）と到達可
能性（Reachability）の条件をシミュレーションし、
検証します。

ビジネスに連動した優先順位付けと修復

XM Cyberは、高度なビジネス影響のコンテキストに基づい
て修復の優先順位を決定します。具体的には、最も多くの重
要資産を侵害するリスクがあり、かつ複数の攻撃ルートが交
差する「チョークポイント」となっているエクスポージャー
を最優先事項として特定します。これにより、たった一つの
対策を講じるだけで、膨大な数の攻撃ルートを一度に排除す
ることが可能になります。

本質的なリスク・コンプライアンス報告

XM Cyberを利用することで、ビジネスに不可欠なプロセス
や資産に対する「リスクの確実な低減」を報告できるよう
になります。また、経営層に対してセキュリティ運用の有効
性を証明できるほか、資産やセキュリティ対策のポリシー違
反を継続的に監視することで、常に監査に対応できる体制
（監査レディネス）を実現します。

「XM Cyberのおかげで、何千もの『重要』な脆弱性を抱えていた状態から、わずか数件の重要な修正へと絞り込むことができまし
た。その結果、弊社のエクスポージャーを98%から2%へと大幅に低減させることができました。これは私たちにとって、まさに革新的
な変化（ゲームチェンジャー）です。」

グローバル・ラグジュアリー・リテール社、CISプレベンション部門責任者、イラリア・ブオナグリオ氏


